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平成26年２月20日、１月に行われた町議会議員選挙後初の臨時議会
が開かれ、琴浦町議会の新しい体制がスタートしました。

　このたび、副議長に就任することになりました。
　身に余る光栄であり、責任の重大さを痛感しているところで
あります。議員皆様をはじめ各位の指導を仰ぎながら、公平・
公正に議会運営を図るため、議長を補佐し全力で職務を全うし
てまいります。
　議会の使命である行政に対する「監督的機能」を果たすとと
もに、町の抱える山積みした課題を解決するため微力ではあり
ますが町の発展に全力で努力する覚悟でございます。

副議長
手嶋　正巳（てしま　まさみ）
４期　無所属　大杉　69歳

高塚　　勝（たかつか　まさる）
３期　無所属　八橋　69歳

川本正一郎（かわもと　しょういちろう）
４期　無所属　三保　57歳

小椋　正和（おぐら　まさかず）
４期　無所属　山川　64歳

井木　　裕（いぎ　ゆたか）
４期　無所属　赤碕　65歳

澤田　豊秋（さわだ　とよあき）
１期　無所属　出上　65歳

語堂　正範（ごどう　まさのり）
２期　無所属　上伊勢　35歳

藤本　則明（ふじもと　のりあき）
３期　無所属　逢束　64歳
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新体制スタート

　このたび、議長に就任させていただくことになりました。責任の
重さをひしひしと感じている次第であります。
　議長の職務は、議場の秩序の保持、議事の整理、議会の事務の統括、
議会を代表することです。議事を円滑に遂行していくために、議員
各位のご支援とご協力が不可欠であることも承知しております。中
立・公正を最大、最終の目標として対処する所存であります。　
　多様化する住民のニーズに応えるよう執行機関と議会が一体とな
って、琴浦町の発展と住民福祉の向上を目指し、豊富な資源を活用
し「自信と誇りの琴浦町」の創造に取り組みます。

議長
桑本　　始（くわもと　はじめ）
４期　無所属　保　63歳

大平　高志（おおひら　たかし）
１期　無所属　赤碕　37歳

青亀　壽宏（あおがめ　としひろ）
４期　日本共産党　平和　67歳

前田　智章（まえた　ともあき）
４期　無所属　出上　58歳

桑本　賢治（くわもと　けんじ）
１期　無所属　保　67歳

藤堂　裕史（とうどう　ひろふみ）
３期　無所属　赤碕　57歳

山田　義男（やまだ　よしお）
２期　無所属　下伊勢　63歳

新藤　登子（しんどう　たかこ）
４期　無所属　下伊勢　72歳
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平成26年 ３月定例会

一般会計予算  賛成10人で可決

　平成26年３月定例会が３月10日に招集され、３月20日までの11日間の日程で開催されました。
　初日には、諸般の報告に続き、請願・陳情の委員会への審査付託、町長提出議案の一括上程、提
案理由説明、内容説明があり、条例の一部改正１件が提案され、補正予算８件が先に審議され、賛
成多数で可決されました。
　３月11・12日は、10名の議員が一般質問を行い、３月13日には予算に対する総括質疑ならび
に予算議案の委員会審査付託などが行われました。
　最終日となる20日は、平成26年度一般会計予算をはじめとする当初予算16件、条例の制定１件、
一部改正11件、廃止２件、その他９件、議員提出議案３件を慎重に審議し、原案どおり可決しました。
　また、最終日には、追加議案として「副町長の選任につき同意を求めることについて」が町長か
ら提出され、採択は投票で行われ、賛成11票、反対２票、無効票１票の賛成多数で同意されました。

反
　
対

川
本
議
員

　

町
民
が
広
く
使
え
る
公
共
施
設
の
利
用
料
に
消
費
税
が
加
味
さ
れ

て
い
る
こ
と
や
、
町
政
の
参
与
制
度
に
つ
い
て
、
要
綱
・
要
領
等
が

ま
だ
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
の
で
も
う
少
し
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。反

　
対

高
塚
議
員

　

臨
時
職
員
の
人
た
ち
に
対
す
る
雇
用
差
別
が
い
っ
こ
う
に
解
消
さ

れ
な
い
。同
和
対
策
を
は
じ
め
補
助
金
の
見
直
し
が
不
十
分
で
あ
る
。

ま
た
、
手
数
料
や
利
用
料
は
ア
ッ
プ
せ
ず
、
据
え
置
く
べ
き
で
あ
る
。

賛
　
成

桑
本
賢
議
員

　

非
常
に
困
難
な
時
代
で
誰
が
予
算
を
つ
く
っ
て
も
な
か
な
か
難
し

い
。
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
良
く
で
き
て
い
る
の
で
賛
成
で
あ
る
。

反
　
対

小
椋
議
員

　

町
の
参
与
制
度
の
詳
細
、
サ
ー
バ
ー
の
更
新
も
不
明
瞭
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
人
口
減
対
策
が
不
十
分
で
あ
る
。
ま
た
、
公
共
施
設
の
使

用
料
が
配
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

一
般
会
計
当
初
予
算
に
対
す
る
討
論

一般会計予算総額� 100億3,600万円
特別会計予算総額� 63億8,259万円
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各会計予算規模� （単位：万円）

一般会計予算の中身　　　

賛否が分かれた議案の起立採決による審議の結果

この表に掲載していない議案は全会一致で可決しました。
○＝賛成　　×＝反対　　欠＝欠席　　議＝議長　　除＝除斥（じょせき）※１　　退＝退席※２
※１　一身上に関する議案のため採決に加わりません。　※２　議場外に退席のため採決に加わりません。
請願の件名その他詳細につきましては19ページをご覧ください。

会　計　名
H26年度 H25年度 対前年度差額

当初① 当初② 現計③ 当初予算比
①－②

増減率
（％）

現計予算比
①－③

増減率
（％）

一 般 会 計 1,003,600 987,300 1,036,685 16,300 1.7 △ 33,085 △ 3.2
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 235,505 234,650 237,308 855 0.4 △ 1,803 △ 0.8
住宅新築資金等貸付事業特別会計 1,572 1,460 1,603 112 7.7 △ 31 △ 1.9
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 26,517 25,891 25,886 626 2.4 631 2.4
下 水 道 事 業 特 別 会 計 123,620 124,038 109,329 △ 418 △ 0.3 14,291 13.1
介 護 保 険 特 別 会 計 222,044 220,566 222,627 1,478 0.7 △ 583 △ 0.3
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 20,149 19,181 19,241 968 5.0 908 4.7
財 産 区 特 別 会 計 8,852 8,868 9,172 △ 16 △ 0.1 △ 320 △ 3.4

合　　計 1,641,859 1,621,954 1,661,851 19,905 1.2 △ 19,992 △ 1.2

一般会計補正予算
（第７号）

琴浦町特別職の職員で常勤のものの給与及
び旅費に関する条例の一部改正について

琴浦町職員等の旅費に関す
る条例の一部改正について

平成26年度
一般会計予算

1 大平　高志 ○ ○ × ○
2 澤田　豊秋 ○ ○ ○ ○
3 桑本　賢治 ○ ○ ○ ○
4 語堂　正範 ○ ○ ○ ○
5 山田　義男 ○ ○ ○ ○
6 藤堂　裕史 ○ ○ ○ ○
7 藤本　則明 ○ ○ ○ ○
8 新藤　登子 ○ ○ ○ ○
9 高塚　　勝 ○ × × ×
10 川本正一郎 ○ ○ ○ ×
11 小椋　正和 ○ ○ ○ ×
12 手嶋　正巳 ○ ○ ○ ○
13 青亀　壽宏 × 欠 欠 欠
14 前田　智章 ○ ○ ○ ○
15 井木　　裕 ○ × × ×
16 桑本　　始 議 議 議 議

自主財源
27.6%
自主財源
27.6%

町税
17.3%
町税
17.3%

分担金及び
負担金
1.2%

分担金及び
負担金
1.2%
使用料及び
手数料他 1.9%
使用料及び
手数料他 1.9%

諸収入 1.9%諸収入 1.9%

繰入金 4.4%繰入金 4.4%

寄附金等
0.9%
寄附金等
0.9%

地方交付税
40.0%

地方交付税
40.0%

県支出金
8.2%

県支出金
8.2%

国庫支出金
11.7%

国庫支出金
11.7%

町債
（借金）
9.3%

町債
（借金）
9.3%

地方消費税交付金他
3.2%
地方消費税交付金他
3.2%

依存財源 72.4%依存財源 72.4%

歳入
100億
3,600万円
100億
3,600万円

歳出

人件費
15.8%
人件費
15.8%

公債費
（借金返済）
13.6%

公債費
（借金返済）
13.6%

扶助費
16.0%
扶助費
16.0%

義務的
経費
45.4%

義務的
経費
45.4%消費的経費

29.8%
消費的経費

29.8%

投資的経費
12.3%

投資的経費
12.3%

その他 12.5%その他 12.5%

物件費
16.7%
物件費
16.7%

補助費
13.1%
補助費
13.1%

普通建設
単独

事業費
10.2%

普通建設
単独

事業費
10.2%

普通建設
補助事業費
1.5%

普通建設
補助事業費
1.5%

県営事業負担金他 
0.6%
県営事業負担金他 
0.6%

繰出金他   
12.5%
繰出金他   
12.5%

100億
3,600万円
100億
3,600万円
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ここが
聞きた

い

質問議員 質問事項 掲載ページ

藤本　則明
①防災訓練（津波避難）について
②急傾斜地の総点検について
③町有施設（小・中学校、各公園、文化センターなど）にある遊具の総点検
について

6

新藤　登子 ①子育て世代への支援の取組み 8

青亀　壽宏
①琴浦町の子育て支援について
②琴浦版「福祉の増進」の具体化を
③地域経済対策としての住宅リフォーム助成を

8

高塚　　勝
①議会議員選挙について
②将来人口について
③防災について
④国際交流について

9

手嶋　正巳 ②全国学力テスト結果公表について
②防災に対する意識の向上について 11

川本正一郎 ①安心・安全について
②コンプライアンスの実施状況について 12

語堂　正範
①地域おこし協力隊等の活用と整備が必要ではないか
②認定農業者等に対する町独自の支援を
③山下町政の４年間の総括とこれからの４年間に対する行政運営の考え方

12

山田　義男 ①高齢者対策について
②在宅介護支援策について 14

小椋　正和
①町長選４期無投票当選と町政について
②町議選における投票率について
③少子化対策と子育て支援について
④山陰道開通に伴う商業振興について

15

桑本　賢治
①琴浦町合併10周年をむかえ、これまでの総括と今後の施策について
②自治会（町内会等）の存在意義とこれに対する活動の評価について
③安心安全なくらしを守る環境整備について

16

　

津
波
の
脅
威

を
再
認
識
し
、

数
多
い
避
難
訓
練
の
実
施

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

大
き
な
規
模

の
防
災
訓
練
も

し
た
が
、
地
域
そ
れ
ぞ
れ

の
問
題
も
あ
り
、
地
域
の

方
と
話
し
合
い
、
ど
う
い

顔
と
顔
の
見
え
る

訓
練
に
す
る

防
災
訓
練
（
津
波
避
難

訓
練
）
の
実
施
を

山
下
町
長

藤本　則明 議員

う
形
の
防
災
訓
練
が
で
き

る
の
か
を
考
え
た
い
。
顔

と
顔
の
見
え
る
訓
練
を
今

後
は
大
切
に
し
て
、
具
体

化
す
べ
き
時
期
に
き
て
い

る
。

避難訓練
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町
内
に
は
ま

だ
急
傾
斜
地
な

ど
の
危
険
箇
所
が
多
い
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ

く
り
を
目
指
す
と
の
こ
と

だ
が
、
町
民
の
命
と
暮
ら

し
を
守
る
こ
と
こ
そ
行
政

の
責
務
と
考
え
る
が
そ
の

対
応
は
。　

平
成
17
年
度

か
ら
町
内
全
域

の
危
険
箇
所
の
基
礎
調
査

を
開
始
し
て
お
り
、
地
元

説
明
会
を
経
て
災
害
警
戒

　

町
有
施
設
に

設
置
し
て
あ
る

遊
具
の
不
備
が
あ
る
。
早

急
に
総
点
検
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

山
下
町
長　

今
後
、
総
点

検
の
中
で
遊
具

を
ど
う
配
置
す
べ
き
か
考

え
、
財
政
的
な
バ
ラ
ン
ス

を
と
り
な
が
ら
整
備
し
て

い
く
。

地
元
の
要
望
も

踏
ま
え
取
り
組
む

急
傾
斜
地
の

対
応
は
？

山
下
町
長

藤
本
議
員

計
画
的
に
配
置
を
考
え
る

小
林
教
育
長

安
全
な
環
境
整
備
に
取
り
組
む

石
前
教
育
委
員
長

配
置
を
再
検
討
す
る

山
下
町
長

遊
具
の
総
点
検
の
実
施
を

藤
本
議
員

区
域
を
指
定
し
て
い
る
。

整
備
に
つ
い
て
は
地
元
の

要
望
も
踏
ま
え
な
が
ら
今

後
も
取
り
組
む
。

石
前
教
育
委
員
長

　

教
育
委
員
会

と
し
て
所
管
す

る
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環

境
、
遊
び
環
境
を
良
好
な

状
態
で
維
持
管
理
す
る
こ

と
は
責
務
と
捉
え
て
い

る
。

　

安
全
・
安
心
な
教
育
環

境
整
備
に
今
後
も
取
り
組

む
。

小
林
教
育
長

　

日
常
の
点
検

は
施
設
管
理
者

が
目
視
で
行
っ
て
お
り
、

学
校
の
遊
具
は
教
職
員
が

目
視
で
点
検
し
て
い
る
。

業
者
点
検
も
年
に
1
回
総

点
検
を
実
施
し

て
い
る
。
補
修

で
き
る
も
の
は

補
修
し
、
で
き

な
い
も
の
は
撤

去
し
、
必
要
な

も
の
は
新
た
に

設
置
を
し
て
い

る
。
計
画
を
立

て
な
が
ら
適
切

な
場
所
に
配
置

を
考
え
る
。

急傾斜地対策が行われた釛地区

ロープがはられ使用が禁止されている遊具
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休
日
保
育
や
、
町
内
５
ヶ

所
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

も
し
て
お
り
、
子
育
て
支

援
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

保
育
料
の
無
償
化
に
つ
い

て
は
困
難
と
考
え
る
。

小
林
教
育
長

　

給
食
費
の
補

助
は
現
在
も
行

っ
て
お
り
、
材
料
費
だ
け

を
も
ら
っ
て
い
る
。
定
期

代
の
補
助
に
つ
い
て
は
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

　

党
が
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
に

「
子
育
て
で
大
変
な
の
は

子
ど
も
が
大
き
く
な
っ
て

か
ら
」
と
い
う
意
見
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と

も
な
意
見
で
す
。

　

医
療
費
助
成
を
高
卒
ま

で
、
高
校
生
の
Ｊ
Ｒ
定
期

代
へ
の
援
助
な
ど
子
育
て

Ｊ
Ｒ
通
学
支
援
も
検
討

子
育
て
支
援
を
高
校
生
ま
で

山
下
町
長

支
援
を
拡
大
す
べ
き
で
は

な
い
か
。　

特
別
医
療
費

助
成
事
業
の
な

か
で
、
中
学
校
終
了
ま
で

の
者
と
ひ
と
り
親
家
庭
に

つ
い
て
は
助
成
を
実
施
し

て
い
る
。
高
卒
ま
で
無
料

化
と
い
う
の
は
現
状
で
は

困
難
だ
が
検
討
す
る
。
高

校
生
の
Ｊ
Ｒ
通
学
支
援
も

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

　

小
学
校
、
中

学
校
の
給
食
費

の
半
額
補
助
や
高
校
生
へ

の
通
学
定
期
代
の
補
助
な

ど
手
厚
い
施
策
が
必
要
だ

と
思
う
。

　

保
育
料
の
無
償
化
や
軽

減
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

へ
の
支
援
な
ど
の
安
心
し

て
子
育
て
が
出
来
る
環
境

子
育
て
支
援
で
人
口
減
に
歯
止
め
を

支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
る

山
下
町
長

定
期
代
の
補
助
は
検
討

小
林
教
育
長

づ
く
り
が
「
人
口
減
少
」

の
歯
止
め
に
も
な
る
と
思

う
。

　

保
育
料
が
高
く
町
外
へ

出
て
し
ま
う
。
町
外
へ
出

な
い
対
策
は
。

山
下
町
長　

子
育
て
支

援
、
人
口
減
対

策
と
し
て
第
３
子
の
保
育

料
無
償
化
も
継
続
し
、
26

年
度
か
ら
は
第
２
子
の
半

額
軽
減
も
行
う
。
ま
た
、

し
ら
と
り
こ
ど
も
園
で
の

新藤　登子 議員

青亀　壽宏 議員



ことうら議会だより2014年５月１日第40号 9

　

町
の
責
務
は

「
福
祉
の
増

進
」。
国
民
健
康
保
険
税

は
「
人
数
割
り
」
と
い
う

人
頭
税
的
な
課
税
で
、
累

進
課
税
の
原
則
に
反
す

る
。
子
ど
も
と
高
齢
者
の

人
数
割
り
を
3
割
減
免
す

る
制
度
を
作
ろ
う
。

　

介
護
保
険
の
実
効
あ
る

減
免
制
度
も
必
要
と
考
え

る
が
。

　

消
費
税
増
税

を
目
前
に
し

て
、
駆
け
込
み
需
要
も
不

発
気
味
で
地
域
経
済
の
失

速
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

抜
群
の
経
済
効
果
が
実

証
さ
れ
て
い
る
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
、
今

こ
そ
復
活
さ
せ
る
時
で
な

い
の
か
。
地
域
の
「
仕
事

興
し
」
へ
の
支
援
を
強
く

求
め
る
。

見
直
し
を
し
て
い
る

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
で

「
仕
事
興
し
」
を

法
定
減
免
で
対
応

子
ど
も
と
お
年
寄
り

国
保
の
減
免
を

山
下
町
長

青
亀
議
員

山
下
町
長

青
亀
議
員

　

国
民
健
康
保

険
税
の
会
計
が

ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う

の
は
根
本
的
な
こ
と
で
あ

り
深
刻
に
受
け
止
め
て
い

る
。
法
定
減
免
の
制
度
が

あ
り
、
今
の
段
階
で
は
検

討
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

　

介
護
保
険
の
減
免
制
度

は
規
定
を
よ
く
精
査
し
い

ろ
い
ろ
と
検
討
し
た
い
。

　

住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
に
つ

い
て
は
一
定
の
取
り
組
み

が
あ
り
、
見
直
し
を
し
て

26
年
度
か
ら
は
そ
の
実
績

を
ふ
ま
え
子
育
て
３
世
代

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

や
空
き
家
改
修
補
助
金
、

介
護
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
等

の
予
算
措
置
を
行
っ
て
い

る
。

政
治
離
れ
が
原
因

町
議
選
の
低
投
票
率
は

橋
井
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
長

職
務
代
理

　

投
票
率
が
68

％
で
前
回
よ
り

10
％
下
回
っ
た
。
そ
の
原

因
と
今
後
の
取
組
み
は
。

　

若
者
が
政
治
離
れ
し
て

い
る
と
聞
く
が
年
代
別
の

投
票
率
を
算
出
し
検
討
す

べ
き
で
は
。

　

投
票
入
場
券
と
選
挙
公

報
配
布
が
遅
か
っ
た
。
も

っ
と
早
く
配
布
す
べ
き
で

は
。

　

投
票
所
な
ど
の
減
少
、

高 塚 　 勝 議員

投
票
時
間
の
短
縮
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、

今
後
に
活
か
す
べ
き
で

は
。

　

町
民
の
政
治

離
れ
、
特
に
若

年
層
の
投
票
率
が
低
か
っ

た
こ
と
や
天
候
が
悪
か
っ

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

今
後
啓
発
活
動
に
取
り
組

む
。
全
投
票
区
の
投
票
率

の
算
出
は
難
し
い
。

　

選
挙
公
報
の
早
期
配
布

は
困
難
で
入
場
券
は
発
行

方
法
を
検
討
し
て
い
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に

つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。
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町
長
は
、
今

後
4
年
間
、
町

の
ト
ッ
プ
と
し
て
ま
ち
づ

く
り
を
行
う
。
4
年
後
の

町
の
人
口
は
何
名
と
予
想

し
て
事
業
を
行
う
の
か
。

ま
た
、
10
年
後
の
人
口
は

ど
の
位
に
な
る
と
予
想
す

る
の
か
。
人
口
減
を
食
い

止
め
る
た
め
の
施
策
や
数

値
目
標
を
定
め
て
い
る

か
。

　

４
年
後
の
人

口
は
お
よ
そ
１

万
７
７
０
０
人
、
10
年
後

は
お
よ
そ
１
万
６
５
０
０

人
と
予
想
し
て
い
る
。
琴

浦
町
人
口
減
対
策
総
合
施

策
を
作
成
し
、
人
口
減
少

問
題
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
人
口
の
数
値
目
標
は

定
め
て
い
な
い
。

　

町
内
に
は
多

数
の
避
難
所
が

あ
る
が
、
学
校
な
ど
の
主

要
な
避
難
所
に
は
防
災
用

品
（
水
、
食
料
、
備
品
な

ど
）
を
備
蓄
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

　

琴
浦
町
は
島
根
原
発
か

ら
53
㎞
に
位
置
す
る
。
島

根
原
発
の
事
故
に
対
す
る

町
民
及
び
町
外
か
ら
の
避

難
民
に
対
す
る
防
災
計
画

が
必
要
で
は
。

　

防
災
用
品
は

防
災
備
蓄
倉
庫

に
備
蓄
し
て
い
る
。
主
要

な
避
難
所
で
の
備
蓄
は
、

県
と
市
町
村
で
連
携
備
蓄

計
画
の
作
成
検
討
を
行
う

山
下
町
長

防
災
対
策
は
？

高
塚
議
員

の
見
直
し
検
討
を
行
っ
て

い
く
。

　

琴
浦
町
は
島
根
原
発
か

ら
50
㎞
以
上
離
れ
て
お

り
、
防
災
計
画
は
策
定
し

て
い
な
い
。
避
難
者
の
円

滑
な
受
け
入
れ
や
避
難
所

運
営
計
画
の
作
成
の
検
討

を
行
う
。

人
口
減
少
問
題
に
取
り
組
む

町
の
将
来
人
口
は
？

山
下
町
長

高
塚
議
員

　

町
は
韓
国
イ

ン
ジ
ェ
郡
と
友

好
親
善
交
流
協
定
を
結
ん

で
交
流
を
行
っ
て
い
る
。

国
際
化
の
波
は
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
進
ん
で
お
り
、
韓

国
と
の
交
流
も
大
い
に
進

展
さ
せ
る
事
も
必
要
で
あ

る
が
、
他
の
国
々
と
も
交

流
を
推
進
す
べ
き
で
は
。

ま
た
、
小
・
中
学
校
の
各

校
は
、
諸
外
国
と
姉
妹
校

な
ど
の
取
組
み
を
推
進
す

べ
き
で
は
。

山
下
町
長　

韓
国
・
イ
ン

ジ
ェ
郡
と
の
交

諸
外
国
と
の
交
流
を

交
流
再
開
を
願
う

小
林
教
育
長

考
え
て
い
な
い

山
下
町
長

高
塚
議
員

流
は
引
き
続
き
進
め
て
い

く
。
そ
の
他
諸
外
国
と
の
交

流
は
現
在
考
え
て
い
な
い
。

小
林
教
育
長

　

韓
国
以
外
の

小
・
中
学
校
と

の
姉
妹
提
携
に
つ
い
て
は

現
在
考
え
て
い
な
い
。
韓

国
・
イ
ン
ジ
ェ
郡
と
の
交

流
が
再
開
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

日韓友好資料館
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小
学
6
年
生

と
中
学
3
年
生

が
参
加
す
る
全
国
学
力
テ

ス
ト
に
つ
い
て
文
部
科
学

省
が
実
施
要
領
を
見
直

し
、
来
年
度
か
ら
市
町
村

教
委
は
学
校
別
の
結
果
を

公
表
で
き
る
。

　

ま
た
、
都
道
府
県
教
委

に
よ
る
市
町
村
別
や
学
校

慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

小
林
教
育
長

慎
重
に
判
断
す
る

石
前
教
育
委
員
長

有
効
に
活
用
さ
れ
る
べ
き

山
下
町
長

全
国
学
力
テ
ス
ト
結
果
公
表
は

別
の
結
果
公
表
も
可
能
に

な
る
と
聞
い
て
い
る
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
町
と
し

て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
さ

れ
る
の
か
。

山
下
町
長　

全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査

が
琴
浦
の
子
ど
も
た
ち
の

成
長
に
つ
な
が
る
よ
う
、

教
育
委
員
会
で
十
分
検
討

さ
れ
教
育
に
有
効
に
活
用

さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

石
前
教
育
委
員
長

　

教
育
委
員
会

と
し
て
公
表
が

必
要
か
ど
う
か
、
あ
る
い

は
ど
の
よ
う
に
公
表
す
べ

き
か
慎
重
に
判
断
し
て
い

く
。

小
林
教
育
長

　

学
校
毎
の
公

表
に
つ
い
て
は

十
分
慎
重
に
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

手嶋　正巳 議員

　

東
日
本
大
震

災
か
ら
3
年
経

過
し
た
今
、
復
旧
復
興
は

思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な

い
と
聞
い
て
い
る
。
1
日

も
早
い
復
興
を
願
う
。

　

町
の
防
災
に
対
す
る
意

識
が
低
い
よ
う
に
感
じ
て

い
る
。
今
一
度
考
え
直
し

て
み
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

　

L
P
ガ
ス
協
会
（
支

部
）
と
の
防
災
協
定
の
締

結
は
。

　

避
難
先（
各
公
共
施
設
）

に
L
P
ガ
ス
の
備
蓄
を
。

　

災
害
発
生
時
、
中
核
的

拠
点
と
し
て
給
食
セ
ン
タ

ー
の
活
用
は
。

　

中
部
１

市
４
町
と

L
P
ガ
ス
協
会
中
部

支
部
と
の
協
定
締
結

に
向
け
て
準
備
を
行

っ
て
い
る
。

　

避
難
所
等
に
L
P

ガ
ス
の
備
蓄
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
は

災
害
発
生
時
、
炊
き
出
し

の
拠
点
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
L
P
ガ
ス
対
応
の

調
理
器
具
等
の
確
保
も
検

討
す
る
。

準
備
を
行
っ
て
い
る

町
の
防
災
意
識
の
向
上
を

山
下
町
長

手
嶋
議
員

炊き出しの拠点となる給食センター
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琴
浦
町
職
員

の
行
動
指
針
の

有
無
は
。
全
職
員
に
対
し

て
の
研
修
会
な
ど
の
実
施

状
況
や
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
（
法
令
遵
守
）
向
上

へ
の
取
り
組
み
は
。

　

日
常
業
務
の
再
点
検
と

意
識
チ
ェ
ッ
ク
、
交
通
安

全
と
交
通
規
則
の
遵
守
へ

の
指
導
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
。

　

コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
向
上
の

取
り
組
み
と
し
て
、
今
後

職
員
研
修
に
取
り
入
れ

る
。

　

各
課
で
定

期
的
に
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を

行
い
、
所
属

長
の
注
意
、

課
内
業
務
の

共
通
認
識
化

を
行
っ
て
い

る
。

　

交
通
安
全

に
つ
い
て
は
管
理
職
会
で

注
意
を
促
し
て
い
る
。

　

安
心
・
安
全

施
策
の
実
施
状

況
と
安
心
・
安
全
に
暮
ら

せ
る
為
の
現
状
と
課
題
、

防
災
計
画
や
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
検
証
や
見
直
し
計
画
、

食
の
安
全
対
策
、
子
育
て

支
援
、高
齢
者
へ
の
支
援
、

在
住
外
国
人
へ
の
支
援
状

況
と
今
後
の
新
た
な
計
画

地
域
が
大
き
な
役
割
を
担
う

安
心
・
安
全
に
つ
い
て

山
下
町
長

川本正一郎 議員

は
あ
る
か
。

　

協
働
意
識
の
向
上
と
し

て
、
公
助
、
共
助
、
自

助
、
そ
れ
ぞ
れ
通
常
時
と

災
害
時
に
お
け
る
役
割
を

問
う
。

　

防
災
に
つ
い

て
は
、
県
の
地

域
防
災
計
画
の
修
正
が
終

了
後
、
速
や
か
に
町
防
災

計
画
等
の
修
正
を
行
い
、

26
年
度
総
合
防
災
訓
練
を

し
て
検
証
を
行
う
。

　

食
の
安
全
、
子
育
て
支

援
、
高
齢
者
へ
の
支
援
、

在
住
外
国
人
支
援
に
つ
い

て
も
、
町
で
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
お

り
、
計
画
も
し
て
い
る
。

　

災
害
時
に
は
、
地
域
に

お
け
る
自
主
組
織
が
大
き

な
役
割
を
も
っ
て
い
る
と

考
え
る
。
日
頃
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
分
担
へ
の
理

解
が
重
要
と
考
え
る
。

山
下
町
長

川
本
議
員

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の

実
施
状
況

職
員
研
修
で
強
化
す
る

役場本庁舎の玄関ホール
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国
の
施
策
と

し
て
地
域
お
こ

し
協
力
隊
、
新
・
田
舎
で

働
き
隊
等
、
県
外
か
ら
地

方
へ
人
を
集
め
、
地
域
活

性
化
を
図
る
施
策
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
を
、
よ
り
一

層
活
用
す
る
た
め
、
ハ
ー

ド
面
や
組
織
面
の
整
備
を

行
い
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
等
の
充
実
・
拡
大
を
図

る
べ
き
と
考
え
る
が
。

活
用
と
整
備
が
必
要

整
備
し
て
い
く

山
下
町
長

　

地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
25
年

度
は
１
名
募
集
し
た
が
応

募
が
な
か
っ
た
。
Ｐ
Ｒ
の

仕
方
等
、
検
証
し
な
が
ら

再
度
募
集
す
る
。

　

地
域
の
現
状
や
地
域
活

動
組
織
の
検
討
を
踏
ま

え
、
今
後
も
地
域
活
性
化

事
業
を
取
り
組
ん
で
い

く
。

　

ハ
ー
ド
面
、
組
織
面
で

の
整
備
も
、
補
助
事
業
を

活
用
し
な
が
ら
整
備
を
し

て
い
く
。

語堂　正範 議員

　

1
期
4
年
間

の
任
期
を
終

え
、
新
た
に
2
期
目
の
町

政
運
営
を
山
下
町
長
が
行

う
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で

の
4
年
間
の
総
括
と
し

て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

考
え
て
い
る
の
か
。ま
た
、

こ
れ
か
ら
の
4
年
間
を
ど

の
よ
う
に
運
営
し
て
い
こ

う
と
し
て
い
る
の
か
。

　

合
併
10
周
年

を
迎
え
、
こ
れ

ま
で
を
総
括
し
て
、
琴
浦

町
新
時
代
へ
向
け
て
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
に
掲
げ
た
各
項
目

を
着
実
に
実
行
し
て
い

く
。マ

ニ
フ
ェ
ス
ト

琴
浦
町
新
時
代
へ
の
挑
戦

5
つ
の
戦
略
テ
ー
マ

①�

安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

②�

地
域
産
業
の
活
性
化
に

よ
る
賑
わ
い
あ
る
ま
ち

づ
く
り

③�

明
日
の
ふ
る
さ
と
を
支

え
る
人
づ
く
り

④�

魅
力
あ
る「
こ
と
う
ら
」

を
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り

⑤�

協
働
・
連
携
に
よ
る
新

し
い
自
治
の
仕
組
み
づ

く
り

　

認
定
農
業
者

制
度
は
農
業
経

営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基

づ
き
、農
地
流
動
化
対
策
、

担
い
手
を
支
援
す
る
た

め
、
施
策
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。

　

し
か
し
、
現
在
の
施
策

だ
け
で
は
安
定
的
農
業
経

営
に
結
び
つ
け
る
に
は
難

し
い
。
安
定
的
農
業
経
営

を
実
現
さ
せ
る
た
め
に

も
、
町
独
自
の
支
援
が
必

要
と
考
え
る
が
。

　

認
定
農
業
者

の
安
定
的
農
業

経
営
は
、
国
や
県
の
既
存

の
支
援
制
度
を
活
用
し
な

が
ら
実
現
可
能
と
判
断
し

て
い
る
。

　

町
独
自
の
支
援
制
度
は

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な

い
。
町
が
取
り
組
む
「
が

ん
ば
る
地
域
プ
ラ
ン
」
な

ど
を
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

既
存
の
制
度
の

活
用
を

琴
浦
町
新
時
代
の

町
づ
く
り

認
定
農
業
者
に

町
独
自
の
施
策
を

４
年
間
の

総
括
と
今
後

山
下
町
長

山
下
町
長

語
堂
議
員

語
堂
議
員

山下町政

地域おこし協力隊
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在
宅
で
介
護

し
て
い
る
人
の

精
神
的
サ
ポ
ー
ト
、
ケ
ア

は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か
。

　

昨
年
は
熱
中
症
警
報
が

よ
く
出
た
が
、
例
え
ば
出

勤
前
に
職
員
が
安
否
確
認

で
き
な
い
の
か
。

　

役
場
福
祉

課
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
介
護
全

般
の
相
談
窓
口
と
な
っ
て

い
る
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
計

画
の
中
で
家
族
介
護
者
が

介
護
か
ら
開
放
さ
れ
る
時

間
を
取
り
入
れ
て
支
援
計

画
を
作
成
し
て
い
る
。

　

高
齢
者
の

見
守
り
と
同

じ
く
、
民
生

委
員
な
ど
に

地
域
で
の
見

守
り
活
動
を

し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

　

中
山
間
地
域

の
単
身
世
帯
が

増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
る

が
現
状
は
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
。
若
者
の
流
出
が
単

身
世
帯
を
増
や
す
原
因
と

考
え
る
が
そ
の
対
応
は
。

産
婦
人
科
の
少
な
い
現
状

も
あ
る
が
開
設
を
依
頼
す

山田　義男 議員

る
考
え
は
な
い
か
。

　

高
齢
者
の
見
守
り
活
動

を
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。
独
居
老
人
の
安
否

確
認
は
ど
う
し
て
い
る

か
。

　

単
身
の
高
齢

者
世
帯
は
中
山

間
地
だ
け
で
な
く
町
内
全

域
で
増
加
し
て
い
る
。
社

会
動
態
に
よ
る
人
口
減
少

も
多
く
、
平
成
26
年
度
か

ら
人
口
減
対
策
を
実
施
す

る
。

支
援
計
画
を
作
っ
て
い
る

地
域
で
の
支
え
が
大
切

在
宅
介
護
の
支
援
策
は

高
齢
者
対
策
を
問
う

山
下
町
長

山
下
町
長

山
田
議
員

　

町
に
産
婦
人
科
を
開
設

す
る
こ
と
は
検
討
し
て
い

な
い
。

　

高
齢
者
の
見
守
り
は
自

助
、
互
助
、
共
助
、
公
助

の
側
面
が
大
切
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　

民
生
委
員
、
愛
の
輪
協

力
員
の
方
な
ど
に
見
守
り

活
動
を
し
て
い
た
だ
き
地

域
で
の
支
え
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

地域包括支援センター相談窓口
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信
頼
さ
れ
た
結
果

無
投
票
を

ど
う
考
え
る

山
下
町
長

　

琴
浦
町
発
足

以
来
無
投
票
当

選
を
ど
う
捉
え
て
お
ら
れ

る
の
か
。
１
期
目
に
や
り

残
し
た
課
題
、
地
方
財
政

の
厳
し
さ
、
人
口
減
対
策

は
ど
う
取
り
組
ま
れ
る

か
。

　

自
主
防
災
組
織
の
育
成

支
援
の
推
進
は
。
防
災
会

議
室
の
活
用
計
画
は
。

　

企
業
誘
致
は
実
行
で
き

る
か
。

　

協
働
連
携
に
よ
る
新
し

い
自
治
の
仕
組
み
と
は
ど

の
よ
う
な
体
制
か
。

　

無
投
票
は
町

民
、
議
員
、
職

員
の
協
力
が
あ
っ
て
役
場

が
信
頼
さ
れ
た
結
果
だ
と

思
う
。
課
題
は
地
域
防
災

力
の
強
化
や
地
域
経
済
の

活
性
化
、
雇
用
の
創
出
、

保
育
の
充
実
、
子
育
て
支

小椋　正和 議員

援
の
充
実
が
あ
る
。
人
口

減
対
策
の
施
策
も
つ
く
っ

て
い
る
。

　

自
主
防
災
組
織
に
つ
い

て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

対
し
て
具
体
的
に
進
め
て

い
く
。
防
災
会
議
室
は
災

害
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ

た
際
の
本
部
と
な
る
場
所

で
あ
る
。

　

企
業
誘
致
は
課
題
を
抱

え
て
い
る
。

　

新
し
い
自
治
の
仕
組
み

と
し
て
自
治
基
本
条
例
の

提
案
を
し
た
い
。

　

投
票
率
が
10

ポ
イ
ン
ト
下
が

っ
た
原
因
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
か
。
投
票
所

の
数
は
妥
当
な
の
か
。
体

育
館
な
ど
の（
投
票
所
の
）

環
境
対
策
は
考
え
な
い

か
。

　

高
齢
者
、
交
通
弱
者
対

策
を
考
え
る
べ
き
だ
が
検

討
す
る
の
か
。

山
下
町
長　

70
％
を
下
回

る
投
票
率
で
あ

っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ

る
。
投
票
所
の
数
は
検
討

の
経
過
が
あ
っ
て
の
こ
と

で
再
度
見
直
す
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。
環
境
対
策

等
は
選
管
と
協
議
を
す

る
。

橋
井
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
職
務
代
理

　

原
因
と
し
て

町
民
の
政
治
離

れ
が
進
ん
だ
こ
と
、
若
年

層
の
投
票
率
が
低
か
っ
た

こ
と
、
天
候
が
悪
か
っ
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
今

後
常
時
啓
発
活
動
に
取
り

組
む
。

　

投
票
所
の
見
直
し
は
い

ろ
ん
な
基
準
を
設
け
て
23

年
か
ら
統
合
し
て
い
る
。

　

環
境
対
策
と
し
て
次
回

の
委
員
会
ま
で
に
現
地
調

査
も
行
う
。

投
票
率
の
向
上
対
策
は

啓
発
活
動
に
取
り
組
む

橋
井
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
長

職
務
代
理

投
票
所
は
見
直
さ
な
い

山
下
町
長

小
椋
議
員

町長選
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県
の
「
子
育

て
王
国
と
っ
と

り
条
例
」
が
施
行
さ
れ
る

が
、
町
と
し
て
の
対
応
は

ど
う
さ
れ
る
の
か
。
保
育

料
の
無
償
化
や
、
軽
減
支

援
に
取
組
む
の
か
。
給
食

費
の
減
額
に
取
り
組
む
考

え
は
な
い
か
。

　

人
口
減
少
、
子
育
て
支

援
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。今
後
の
対
応
策
は
。

　

育
児
休
暇
取
得
推
進
へ

の
企
業
へ
の
奨
励
金
制
度

の
拡
充
、
情
報
の
徹
底
は

ど
う
図
ら
れ
る
の
か
。

　

人
口
減
対
策

の
総
合
施
策
を

作
成
し
、
子
育
て
支
援
、

人
口
減
対
策
と
し
て
第
３

子
の
保
育
料
無
償
化
も
継

続
し
、
26
年
度
か
ら
は
第

２
子
の
半
額
軽
減
も
行

う
。
給
食
費
な
ど
も
含
め

引
き
続
き
検
討
す
る
。

　

新
た
に
育
児
休
暇
の
奨

励
金
の
制
度
を
創
設
し

た
。
町
報
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
、
商
工
会
へ
の
P
R

を
行
い
、
活
用
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
す
る
。

保
育
料

第
２
子
も
半
額
に

少
子
化
対
策
と

子
育
て
支
援
は

山
下
町
長

小
椋
議
員

　

琴
浦
町
が
誕

生
し
て
今
年
で

10
年
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま

で
の
成
果
と
問
題
点
、
今

後
の
施
策
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
か
。

　

合
併
算
定
替
の
特
例
措

置
の
終
了
に
伴
い
、
交
付

税
の
減
少
が
考
え
ら
れ
る

が
こ
れ
に
つ
い
て
の
対
応

は
。 財

政
規
模
の

縮
小
も

　

合
併
10
周
年

を
迎
え
、
こ
れ

ま
で
を
総
括
し
て
、
琴
浦

町
新
時
代
へ
向
け
て
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
に
掲
げ
た
各
項
目

を
着
実
に
実
行
し
て
い

く
。

　

合
併
算
定
替
に
つ
い
て

は
、
一
本
算
定
に
よ
る
交

付
税
の
減
額
等
に
見
合
っ

た
財
政
規
模
を
目
指
す
。

　

山
陰
道
が
開

通
し
た
こ
と
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

か
。
9
号
線
利
用
者
の
減

少
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
活

性
化
に
向
け
た
支
援
策
、

新
た
な
看
板
の
設
置
、
ぐ

る
め
ス
ト
リ
ー
ト
な
ど
へ

の
支
援
、
情
報
提
供
、
各

Ｐ
Ｒ
支
援
の
取
組
み
は
す

る
か
。

　

物
産
館
こ
と
う
ら
の
町

内
Ｐ
Ｒ
が
必
要
だ
が
、
そ

れ
ら
の
対
応
は
な
さ
れ
な

い
か
。 連

携
し
て

取
り
組
む

山
陰
道
開
通
に
伴
う

商
業
振
興
は

山
下
町
長

小
椋
議
員

桑本　賢治 議員

　

山
陰
道
が
開

通
し
た
影
響
に

つ
い
て
深
刻
に
受
け
止
め

て
い
る
。
活
性
化
の
た
め

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

も
相
互
に
連
携
し
な
が
ら

危
機
意
識
を
持
ち
、
ア
イ

デ
ア
を
持
ち
寄
り
な
が
ら

対
外
的
に
も
宣
伝
し
て
い

く
。

　

物
産
館
こ
と
う
ら
を
中

心
と
し
た
地
域
全
体
の
振

興
策
も
考
え
て
い
る
。
看

板
設
置
等
も
含
め
検
討
す

る
。

山
下
町
長

交
付
税
減
を
ど
う
考
え
る
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現
在
琴
浦
町

に
は
1
5
4
の

自
治
会
組
織
が
あ
る
が
、

存
在
意
義
と
こ
れ
に
対
す

る
活
動
評
価
は
。

　

自
治
振
興
費
が
年
々
減

少
傾
向
に
あ
り
、
自
治
会

活
動
に
大
き
く
影
響
し
て

い
る
。補
助
金
の
増
額
を
。

　

自
治
会
は
主

に
地
域
問
題
対

処
機
能
、
環
境
・
施
設
管

理
機
能
、
親
睦
の
機
能
を

有
し
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を

削
減
は

考
え
て
い
な
い

自
治
振
興
費
の

増
額
を

山
下
町
長

桑
本
議
員

地
域
の
実
情
に
お
い
て
主

体
的
に
実
行
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
町
づ
く
り
に

お
け
る
行
政
の
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
の
役
割
も
期
待

さ
れ
て
い
る
。

　

自
治
会
の
役
割
は
大
変

重
要
で
あ
り
、
補
助
金
の

削
減
は
考
え
て
い
な
い
。

　

八
橋
地
区
公

民
館
前
庭
は
水

た
ま
り
と
な
り
滑
り
や
す

く
、
特
に
夜
間
は
危
険
で

あ
る
。
舗
装
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　

保
地
区
内
の
通
学
路

は
、
道
幅
が
狭
く
、
人
通

り
も
多
く
通
学
に
危
険
で

あ
り
、
側
溝
の
整
備
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
農
協
前
県
道
に

側
溝
が
な
く
、
降
雨
時
に

は
付
近
に
雨
水
が
浸
水
す

る
。
整
備
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　

丸
尾
地
区
内
の
河
川
が

大
雨
で
あ
ふ
れ
、
民
地
に

侵
入
し
て
い
る
。
上
流
の

側
溝
や
水
門
の
整
備
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　

安
全
安
心
な

暮
ら
し
を
守
る

環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、

今
、
地
域
の
安
全
安
心
と

い
う
の
も
多
様
な
面
が
あ

り
複
合
的
な
課
題
に
な
っ

て
い
る
。
議
員
の
み
な
さ

ん
か
ら
提
言
、
提
案
を
い

た
だ
い
た
こ
と
を
受
け
止

め
な
が
ら
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

提
案
を
受
け
と
め
る

安
心
安
全
の
環
境
整
備
を

山
下
町
長

桑
本
議
員

水たまりができる八橋地区公民館の前庭
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3
月
18
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
付

託
さ
れ
た
一
般
会
計
予
算
、
各
財
産
区

特
別
会
計
予
算
の
説
明
を
受
け
、
質
問

を
行
っ
た
。
午
後
よ
り
、
各
常
任
委
員

長
か
ら
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
一
般
会

計
予
算
の
審
議
結
果
の
聴
き
取
り
を
行

っ
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
人
口
減
対
策
の
取

組
み
に
積
極
性
が
な
い
こ
と
、
ま
た
、

参
与
制
度
、
パ
ー
ト
賃
金
等
に
つ
い
て

反
対
も
あ
り
、
賛
成
３
・
反
対
２
と
な

り
、可
決
す
る
べ
き
と
決
し
た
。
ま
た
、

各
財
産
区
特
別
会
計
は
全
会
一
致
で
可

決
す
る
べ
き
と
決
し
た
。

　

請
願
・
陳
情
で
は
「
特
定
秘
密
の
保

護
に
関
す
る
法
律
」（
秘
密
保
護
法
）

の
廃
止
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て
の
紹

介
議
員
で
あ
る
青
亀
議
員
に
委
員
会
に

出
席
を
求
め
、意
見
を
聞
い
た
。
ま
た
、

特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
廃

止
ま
た
は
抜
本
的
改
正
を
求
め
る
陳
情

も
傍
聴
と
し
て
参
加
し
て
い
た
、
9
条

の
会
の
代
表
の
方
よ
り
意
見
を
聞
い

た
。

　

原
子
炉
の
再
稼
動
に
反
対
し
、
原
子

力
に
頼
ら
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
の

転
換
を
求
め
る
陳
情
に
つ
い
て
は
、
平

成
24
年
度
に
採
択
を
し
た
も
の
と
同
一

で
あ
っ
た
。
以
上
、
3
件
の
請
願
・
陳

情
を
審
議
し
た
結
果
、
す
べ
て
採
択
す

べ
き
と
決
し
た
。

委
員
長　

語
堂
正
範

　

３
月
17
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
各

課
の
担
当
課
長
よ
り
報
告
を
受
け
た
の

ち
質
疑
を
行
っ
た
。

　

所
管
の
一
般
会
計
当
初
予
算
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
、
住
宅
新
築

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算
、
介

護
保
険
特
別
会
計
予
算
、
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
慎
重
に

審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決

す
べ
き
と
決
し
た
。委

員
長　

藤
本
則
明

　

３
月
14
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
担

当
課
長
よ
り
報
告
を
受
け
た
の
ち
質
疑

を
行
っ
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
船
上
山
ダ
ム
小
水
力

発
電
施
設
に
つ
い
て
、
耕
作
放
棄
地
再

生
推
進
事
業
の
再
生
後
の
計
画
に
つ
い

て
、
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
の
電
気
柵
の

予
算
額
に
つ
い
て
、
林
業
関
係
事
業
予

算
の
不
執
行
へ
の
対
応
に
つ
い
て
な
ど

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

所
管
の
一
般
会
計
当
初
予
算
、
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算
、
下
水

道
事
業
特
別
会
計
予
算
、
水
道
事
業
会

計
予
算
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
た
結

果
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き

と
決
し
た
。

委
員
長　

山
田
義
男

　

企
画
情
報
課
長
よ
り
「
企
業
誘
致
に

係
る
受
け
皿
に
つ
い
て
」
説
明
を
受
け

た
。
は
じ
め
に
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
し

て
、
森
藤
農
工
団
地
の
今
後
の
利
用
に

つ
い
て
説
明
を
う
け
た
。

　

中
尾
・
槻
下
地
区
工
業
団
地
と
し

て
、
加
勢
蛇
川
と
国
道
9
号
線
、
Ｊ
Ｒ

山
陰
本
線
お
よ
び
山
陰
道
に
囲
ま
れ
た

中
尾
・
槻
下
地
区
を
企
業
立
地
候
補
地

と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
る
と
の
説
明

が
あ
っ
た
。

�

委
員
長　

新
藤
登
子

委
員
会
構
成

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長　
　

語　

堂　

正　

範

副
委
員
長　

桑　

本　

賢　

治

委
員　
　
　

川　

本　

正
一
郎

委
員　
　
　

高　

塚　
　
　

勝　

委
員　
　
　

新　

藤　

登　

子

委
員　
　
　

藤　

堂　

裕　

史

教
育
民
生
常
任
委
員
会
　

委
員
長　
　

藤　

本　

則　

明

副
委
員
長　

澤　

田　

豊　

秋

委
員　
　
　

前　

田　

智　

章

委
員　
　
　

青　

亀　

壽　

宏

委
員　
　
　

手　

嶋　

正　

巳

農
林
建
設
常
任
委
員
会
　

委
員
長　
　

山　

田　

義　

男

副
委
員
長　

大　

平　

高　

志

委
員　
　
　

井　

木　
　
　

裕　

委
員　
　
　

桑　

本　
　
　

始　

委
員　
　
　

小　

椋　

正　

和

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　
　

高　

塚　
　
　

勝

副
委
員
長　

藤　

堂　

裕　

史

委
員　
　
　

手　

嶋　

正　

巳

委
員　
　
　

藤　

本　

則　

明

委
員　
　
　

山　

田　

義　

男

委
員　
　
　

語　

堂　

正　

範

企
業
誘
致
推
進
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

新　

藤　

登　

子

副
委
員
長　

桑　

本　

賢　

治

委
員　
　
　

手　

嶋　

正　

巳

委
員　
　
　

高　

塚　
　
　

勝

委
員　
　
　

語　

堂　

正　

範

委
員　
　
　

大
　
平
　
高
　
志

委 員 会 報 告
総
　
　
務

教
育
民
生

一
般
会
計　

賛
成
３
反
対
２

企
業
誘
致
推
進

特
別
委
員
会

経
過
説
明
を
受
け
る

当
初
予
算
を
審
議

農
林
建
設

当
初
予
算
を
審
議
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2
月
28
日
に
鳥
取
市
に
て

自
治
功
労
者
表
彰
式
が
開
催

さ
れ
、
青
亀
壽
宏
議
員
が
、

町
議
会
議
員
と
し
て
15
年
以

上
在
籍
し
、
功
労
が
あ
っ
た

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
ご
活
躍
を
期
待
し
ま

す
。

　
第
21
回
鳥
取
県
町
村
議
会

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
が

2
月
28
日
に
鳥
取
市
に
て
行

わ
れ
、「
こ
と
う
ら
議
会
だ

よ
り
」
は
努
力
賞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
も
更
に
、

読
み
や
す
く
、
関
心
を
も
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
紙
面

づ
く
り
に
努
力
い
た
し
ま

す
。

［平成26年３月定例会］

請願・陳情

番号 件　　名 提　出　者 紹介議員 要　　　旨 委員会
付託 結　果

請願
第１号

「特定秘密の保護に
関する法律」（秘密
保護法）の廃止を求
める請願書

憲法改悪反対鳥取県
共同センター
代表　田中　暁

青亀　壽宏
「特定秘密の保護に関する
法律」の廃止を求める。

総務
採択
意見書
提出

陳情
第14号

原子炉の再稼動に反
対し、原子力に頼ら
ないエネルギー政策
への転換を求める陳
情書

反核平和の火リレー
鳥取県実行委員会
実行委員長　綱本圭祐

現在停止している国内すべ
ての原子炉を再稼動させ
ず、原子力から再生可能な
自然エネルギーへとエネル
ギー源を転換していくこと
を求める。

総務
採択
意見書
提出

陳情
第１号

特定秘密の保護に関
する法律の廃止また
は抜本的改正を求め
る意見書提出の陳情

鳥取県・中部九条の会
代表　高多　彬臣

「特定秘密の保護に関する
法律」を廃止または抜本的
に改正することを求める。

総務
採択
意見書
提出

努
力
賞
を
受
賞

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

◎�３月定例会最終日に追加提案された、副町長　小松　弘明氏の選任について
賛成多数で同意しました。

◎�人権擁護委員の推薦について、松下　陽恵氏（逢束）を全会一致で適任であ
ると意見を付しました。 小松弘明　副町長

人 事
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新
し
く
琴
浦
町
の
「
議
会
だ
よ
り
」
の

発
行
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

議
会
に
対
す
る
町
民
の
皆
さ
ん
の
期
待

は
な
ん
と
い
っ
て
も
町
政
の「
チ
ェ
ッ
ク
」

で
す
。
と
り
わ
け
「
ム
ダ
使
い
を
監
視
し

て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
は
強
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

議
会
に
お
け
る
質
疑
や
討
論
を
通
じ
て

議
会
の
職
責
が
ど
う
果
た
さ
れ
て
い
る
か

を
で
き
る
だ
け
リ
ア
ル
に
取
上
げ
、
町
政

に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
新
人
の
3
人
の
議
員
と

ベ
テ
ラ
ン
3
人
の
議
員
の
ベ
ス
ト
・
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
め
ざ
し
ま
す
。

（
青
亀　

壽
宏
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

青
亀　

壽
宏

副
委
員
長　

大
平　

高
志

委
員　
　
　

井
木　
　

裕

委
員　
　
　

新
藤　

登
子

委
員　
　
　

桑
本　

賢
治

委
員　
　
　

澤
田　

豊
秋

あ
と

　
　
が
き

町 民 の 声町 民 の 声町 民 の 声

表
紙
写
真

　

聖
郷
小
学
校
開
校
式
の
校
歌
斉

唱
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
は
作
曲
さ
れ
た
新

田
恵
理
子
さ
ん
。
児
童
と
一
緒
に
校

歌
を
聞
く
の
は
作
詞
さ
れ
た
今
岡
紀

美
恵
さ
ん
。

�

撮
影　

青
亀
壽
宏

印刷：今井印刷株式会社  〒683-0103 鳥取県米子市富益町８

　

選
挙
が
終
わ
り
、
約
3
ヶ
月
が
経
ち
ま

し
た
。
新
人
3
人
が
加
わ
り
町
民
の
一
人

と
し
て
新
し
い
琴
浦
町
議
会
の
活
動
に
大

い
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
の
町
議
会
は
、
内
部
の
ゴ
タ
ゴ
タ

が
感
じ
ら
れ
、
適
正
な
議
会
運
営
が
行
わ

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
懸
念
し
て
お
り

ま
し
た
。

　

議
会
の
役
割
は
地
方
自
治
法
な
ど
関
係

法
令
に
明
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
大
別

し
て
次
の
3
点
と
思
わ
れ
ま
す
。

○
町
民
生
活
、
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
こ

と
。

○
行
政
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
す
こ

と
。

○
町
民
の
要
望
を
町
政
に
反
映
し
て
い
く

こ
と
。

　

議
員
の
皆
さ
ん
に
は
こ
れ
ら
の
観
点
に

立
ち
、
日
常
の
調
査
、
研
究
、
政
治
活
動

に
全
力
を
傾
注
し
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た

い
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

良
い
政
策
の
実
現
に
は
、
町
の
実
体
、

町
政
の
把
握
が
不
可
欠
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
機
会
あ
る
ご
と
に
町
民

活
動
に
接
し
、
町
民
の
考
え
方
を
幅
広
く

理
解
し
て
い
く
事
が
大
切
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
議

員
の
出
席
が
少
な
く
な
っ
た
よ
う
に
耳
に

し
ま
す
。

　

多
忙
な
中
で
も
、
町
民
活
動
の
輪
の
中

に
入
り
、
実
体
や
町
民
の
考
え
方
を
掌
握

し
町
政
に
反
映
し
て
い
た
だ
け
た
ら
、
町

民
の
意
見
に
即
し
た
町
政
の
実
現
に
役
立

つ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

議
員
の
皆
さ
ん
の
ご
健
康
を
お
祈
り

し
、
町
民
の
た
め
の
議
会
活
動
に
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
緑
の
若
葉
が
風
に
そ
よ
ぐ
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
私
の
大
好
き
な
5
月
で
す
。

連
休
に
は
田
植
え
も
始
ま
る
頃
で
す
ね
。

琴
浦
町
の
人
々
は
本
当
に
熱
心
に
農
作
業

も
な
さ
れ
、
梨
や
芝
と
全
国
的
に
も
有
名

な
産
地
で
す
。
農
業
の
衰
退
も
懸
念
材
料

で
す
が
、
町
の
少
子
化
、
高
齢
化
、
産
業

の
振
興
と
行
政
の
仕
事
も
大
変
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
琴
浦
町
に
は
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
に
参
加
で
き
る
機
会

が
た
び
た
び
防
災
無
線
で
案
内
さ
れ
て
い

ま
す
。「
フ
ォ
ー
ラ
ム
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
」
と
は
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と
も
言

わ
れ
、
参
加
し
た
人
た
ち
で
様
々
な
意
見

や
考
え
、知
識
を
伝
え
話
し
合
う
場
で
す
。

私
は
昨
年
度
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
の
で
す
が
、
自
分
の
考
え
に
固
執
し

な
い
で
、参
加
者
の
皆
様
の
考
え
を
聴
き
、

知
識
を
分
け
合
っ
て
頂
き
大
変
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。「
フ
ォ
ー
ラ
ム
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
」
で
出
た
意
見
等
が
行
政
に
反
映

さ
れ
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
話
し
合
っ

た
内
容
は
最
高
に
楽
し
く
、
わ
く
わ
く
す

る
も
の
で
し
た
。

　

徳
島
県
上
勝
町
の「
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
」

を
ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

琴
浦
町
民
の
皆
様
の
中
に
も
「
葉
っ
ぱ
ビ

ジ
ネ
ス
」
を
超
え
る
ア
イ
デ
ア
や
知
識
が

潜
在
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ひ
と

り
の
ひ
ら
め
き
が
町
を
変
え
る
こ
と
だ
っ

て
あ
る
の
で
す
。
そ
う
で
す
、
あ
な
た
の

ひ
ら
め
き
が
！　

町
民
参
加
の
町
づ
く
り

に
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
3

人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵
と
い
い
ま
す
が
、

百
人
、
千
人
と
町
民
の
み
ん
な
の
知
恵
が

結
集
す
れ
ば
、
そ
や
ぁ
す
ご
い
知
恵
と
な

る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。
私
た
ち
の
町

を
私
た
ち
の
た
め
、
そ
し
て
未
来
の
た
め

に
住
み
よ
い
生
き
生
き
し
た
町
に
し
た
い

で
す
ね
。

　

自
然
に
も
恵
ま
れ
、野
菜
も
美
味
し
い
、

魚
も
美
味
し
い
、
こ
ん
な
素
敵
な
町
に
住

む
私
た
ち
は
、
現
在
も
未
来
も
笑
顔
あ
ふ

れ
る
琴
浦
町
人
で
あ
り
た
い
で
す
。

小谷　幾代さん橋田　照雄さん


